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(窒息死例における肺サーファクタン卜の免疫組織化学的検討)
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論文内容の要旨
【目的】法医実務上、電息死と他の原凶による急死との鑑別はきわめて重要である。しかしながら、従米
の病理組織学的検針では窒息に特異的な病態をとらえることは困難である。そこで木研究では、肺の恒常
利維持に重要な役割を県たしている肺サーファクタン卜に着Hし、その分布棟式が笠，山、死における呼l蚊病
態詳価の指標となりうるかどうかを免疫組織化学的に検討したの
【材料およびん法】窒息死27例(総額6例、絞頚12伊l、施頚2例、鼻円閉塞2例、Ilt物誤鴫5例)、対照群
16例(催眠鎮静剤およびエタノーノレによる急性中毒死9例、大脳裂傷・脳幹損傷による即死 7例)の肺の
ホルマリンi山|定・パラフィン包坤連続切}'iを作製し、へマトキシリン・エオジン染色および肺サーファク
タントの免疫染色を行った。免疫染色には抗ヒト・サーファクタント・アポタンパクA・モノクローナル抗
体PE-l0を用い、肺胞表面、肺胞内、水腫液界面および肺胞E型上皮細胞の染色所見を観察した。
【結果】肺サーファクタントの染色様式は2つに分類された。すなわち、肺胞表面あるいは肺胞内の水腫
液界而における膜状の染色と肺胞内の頼粒状の染色物が認められた。膜状の染色はほとんどの例で縄々の
程度にみられ、大脳裂傷・脳幹損傷例では一般に弱い傾向がみられたが、窒息死例と催眠鎮静剤およびヱ
タノーJレによる急性中毒死例の差は明らかではなかった。方、制i胞内の頼粒状染色物は、対照群ではほ
とんどみられず、窒息死例の約70%にびまんに多数観察された。催眠鎮静剤やエタノールによる急性中毒
死では窒息死と同様に肺胞内水腫が顕著であったが、頼粒状染色物の増加は認められなかった。
【結論】肺サーファクタントの免疫染色所見は、死因によって異なり、肺胞内の頼粒状サーファクタント
の増加は、死亡直前の呼吸促迫の強さや持続時間を反映しているものと考えられた。
論文審査の結果の要旨
法医実務上、窒息死と急性心疾患などの他の原因による急死との鑑別はきわめて重要である。しかしな
がら、従来の病理組織学的検査では窒息死に特異的な病態をとらえることは困難である。本研究は、肺呼
吸機能の恒常性維持にE重要な役割を果たしている肺サーファクタントに着同し、その免疫組織化学的分布
が窒息死における呼吸病態評価の指標となりうるかどうかを検討したものである。
研究対象は、急J性窒息死と確定診断された法医解剖27例で、結頚6例、絞頒12例、船頭219IJ、鼻口閉塞
2例、吐物吸引・食物誤嶋5例が含まれている。対照群としては、急性催眠鎖静薬・アルコール中毒死9
例、大脳裂傷・脳幹揖傷による即死7例を用いている。各例の肺(ん:右・上下4か所)のホルマリン回定・
パラフィン包埋組織片から連続切片を作製し、ヘマトキシリン・エオジン染色および抗ヒト・サーファク
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タント・アボタンパクA・モノクロナール抗体PE-lOを用いた免疫染色を行った。肺サーファクタントにつ
いては、月Ili胞表面、肺胞内、水腫液界面および肺胞H型上皮細胞の染色所見を観察した。各部位の染色所
見を半定主量的にスコア I}ングし、統計学的に分析した。
その結果、まず、肺サーファクタン卜の染色様式は2つに分類されている。すなわち、肺胞表而あるい
は肺胞内の水腫液界血ーにおける膜状の染色とsIIi胞内の頼粒状の染色物を区別することができた。本研究対
象である急性死では肺胞E型上皮細胞の染色所見の変仕は認められていない。r..記の膜状染色はほとんど
の例で種々の程度にみられ、大脳裂傷・脳幹損傷群では一般に弱い傾向がみられたが、窒息死例と急性催
眠鎮静薬・アルコール中毒死例との莞は明らかではなかった。一方、肺胞内の頼粒状染色物は、対照群で
はほとんど認められず、窒息死の約70%にびまん性に多数観察された。対照群のうち急性催眠鎮静薬・ア
ルコール巾毒死例では窒息死と同様に朋j胞内水腫が顕著であったが、肺サーファクタントの増加は認めら
れていない。頼粒状染色物については、室息死群と対照群との聞に統計学的な有怠差が認められている。
以上の結果から、肺サーファクタントの免疫染色所見は死因によって異なり、肺胞内の頼粒状染色物の
増加は死亡直前の呼吸促迫の強さや持続時間を反映しているものと考えられ、急性窒息死の診断に有用で
あることが示された。また、肺サーファクタント染色様式の相違はその牛イヒ学的・機能的変化と関連して
いる可能性も示唆された。本研究の成果は、法医実務における死因診断 h怠義深い新たな知見を提供した
ものと評価される。よって著者は博士(医学)の学位を綬ラーするに値するものと判定された。
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